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生命の尊重と個人の尊厳を基本として、保健と医療と福祉の
連携・統合をめざす創造的な教育を推進し、確かな知識・技術
と幅広く深い教養を身につけた人間性豊かな専門職業人を
育成することによって地域社会ならびに国際社会に貢献する
ことを本学の教育理念とする。

■北海道医療大学の教育理念
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　師走に入り、大雪（たいせつ）、冬至を迎え、雪の季節がやってきました。

2011年は東日本大震災を受け、多くのことを感じ、学び、行動した年となりま

した。個人や医療人、団体としての様々な活動を通して、「絆」の強さをあらため

て感じました。台風や洪水も日本や世界の各地で発生し、気候変動の影響を実

感した年でもありました。

　さて、いよいよ2012年6月には、ＪＲ学園都市線（桑園～北海道医療大学

間）が電化され、電車が開通します。所要時間短縮のほか、CO2排出量削減や騒

音低減など、人にも環境にも優しいサービスが期待されます。師走に入ると慌

ただしくなりますが、元気に新年を迎えられますことを願っています。

（S.M記）

　 今年も8月１９日、本学歯学部の学生

がSCRP日本代表選抜大会に参加してま

いりました。SCRPは学生が自ら研究を行

いその成果を発表する場であり、優勝者は

アメリカ歯科医師会主催の世界大会に招

待されます。世界大会への切符のため、発

表はすべて英語で行われます。今年は、５

年生の原田文也さん、都倉尭明さんが放

課後や休日を返上して行った研究成果を

発表致しました。タイトルは“Extension of 

life-span of Cultured Epithelial Cell 

Rests of Malassez with Rho Kinase 

inhibitor”（Rhoキーナーゼ阻害剤による

マラッセ上皮細胞の培養寿命の延長）で

す。歯根膜の中に存在するマラッセ上皮

細胞は歯の再生のための資源としての期

待が高まっており、単離培養することは可

能ですが、歯の再生に必要な量を得るた

めの長期にわたる培養が困難です。そこに

着眼し、Rhoキーナーゼ阻害剤という薬剤

を添加することにより簡単に長期培養を可

能にしたというものです。事前にプレゼン

テーションの練習を致しましたが、発表者

の原田さんの英会話の能力には驚かさ

れ、「これならいける！」という期待を膨ませな

がら送りだすこととなりました。発表は、一

般公開されず、審査員数人の前で行われ

ましたので、発表そのものの様子はわかり

ませんが、発表後の一般公開の部屋に入

ると、やりきった学生の熱気と余韻がつぶ

さに伝わってきました。結果は、参加歯学

部２１校中、惜しくも準優勝以内に選ばれ

ませんでしたが、その場に立つまでの二人

の努力には本当に敬服の外はありません。

この経験はきっと近い将来、二人をプラス

αの歯科医師に育ててくれるものと信じて

おります。

第17回スチューデント•クリニシャン•リサーチ•プログラム（SCRP）参加報告

歯学部教授　安彦 善裕

写真左から、青木さん（臨床研修医、第15回大会参加）、植原さん（大学院生、第12回大会参加）、都倉
さん、安彦教授、原田さん、原田先生（歯学部臨床教授）、長野先生（歯学部助教）


